
とき　10月～12月
ところ　①市民病院②新川中央病院
内容
基本項目　頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ、問診など
※脳実質の状態や脳血管の疾患を検査します。
選択項目　❶頚椎ＭＲＩ（頚部のせき髄の状態を調
べる）❷ＶＳＲＡＤ（50歳以上の方が対象で、海馬
の委縮を見る検査）
対象　市内在住の40歳以上（昭和56年３月31日以前
生まれ）で会社などで受診する機会のない人
・２回目以降の申込みができます。申し込み多数の
場合は、初回受診の人を優先します。
・脳の病気で治療中・既往歴のある人、体内に金属
やペースメーカーなどの機器が入っている人、妊
娠中や妊娠の可能性のある人、化粧品や入れ墨に
金属粉を含む顔料を使用している人、閉所恐怖症
の人などを除きます。

脳ドック検診（中期）

定員　①35人②30人
※申し込み多数の場合は抽せんし、受診決定者のみ
通知します。
料金　基本項目　10,000円

選択項目（別料金）❶8,800円❷5,500円
※市国保加入者、後期高齢者医療保険加入者は基本
項目のみ半額助成します。
申込み　８月28日㈮17時までに申込書を直接保健セ
ンター　☎（48）3751
※申し込み時に窓口で問診します。申込書は市ホー
ムページから入手できます。

がんの早期発見や早期治療、生活習慣の改善によ
り、がん撲滅を目指している日本対がん協会は、昭
和35年から毎年９月を「がん征圧月間」と定め、が

んとその予防について正しい知識の普及と早期発見・
早期治療のために取り組みを行っています。
市民病院においても、がん征圧月間の関連行事と
して、毎年９月にイベントを実施しています。昨年
度は医師によるアドバンス・ケア・プランニング（将
来、自分が病気になったらどんな治療を受けたいか
考えること）をテーマにした公開講座や医療相談、
乳がんの触診モデルを用いた乳がんの自己チェック
方法の紹介、薬剤師による薬の相談、介護について
の相談会、健康チェックコーナーなどを行いました。
今年度は、新型コロナウイルス感染症感染予防の
ため例年の公開講座や医療相談などは中止しますが、
昨年度のイベントの様子やそれ以外にも様々な動画
を YouTube にて紹介する予定です。是非ご覧くだ
さい。

９月はがん征圧月間です
大切なひとを支えるために、あなた自身を大切に

けいつい

ハナちゃん通信市 民 病 院 ■問　市民病院管理課
☎（48）5050
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■問　文化財課内
市史資料調査室
☎（41）4566

現在の鷲塚町の風景からは、かつてここに三河代
官所から五箇所湊に選定されるほどの大きな湊があ
り、この湊から幕府領の年貢米を積んだ廻船が江戸
へ向かったとは想像できないと思われます。しかし、
多くの文献・古文書・村絵図には、鷲塚に三河でも
屈指の湊があったことが書かれています。
室町時代、浄土真宗本願寺八世蓮如は、鷲塚に真

宗を広める拠点のお寺（鷲塚御坊本宗寺）を創建し
ています。蓮如は、尾張、知多方面から船で来る参
詣人のことを考えて、波静かな湾の奥にある鷲塚の
地を選んだと伝えられています。
戦国時代には谷宗牧という連歌師が『東国紀行』

のなかで、鷲塚のお寺を見て回り、対岸の吉良のな
がめはとても美しいと書いています。また、信長の
家臣であった太田牛一は『信長公記』のなかで、大
浜、鷲塚は海辺にあって人が多く、財力のある重要
な場所であると書いています。

碧南の歴史へのいざない

Ｎo.75　鷲塚湊と矢作川⑴
鷲塚湊が三河においてより重要な湊へと飛躍した

のは、慶長９年（1604）に矢作川が鷲塚方面に開削
されたからです。三河にある幕府領の年貢米は、鷲
塚湊で検査を受け、江戸へ輸送されることが決めら
れていました。三河の国でこの指定を受けた湊は、
豊川流域では、古代から三河国府の湊として栄えて
きた御馬湊と矢作川流域では鷲塚湊の二つだけでし
た（『刈谷町庄屋留帳』）。
年貢米の品質検査は、竹を斜めに切ったものを米

俵に刺して少量の米を取りだし行われました。
この検査を代々幕府か
ら任されたのは、鷲塚
湊の廻船問屋片山八次
郎でした。この片山家
当主は代々八次郎の名
を継いでいきました（『鷲
塚小学校の百年』）。

私の消防団に対する入団前のイメージと今の実際
入団前は、火事現場で火消しを手伝うくらいで、

そうそう火事なんて無くて、やることもないだろう
から、集まって遊んでいるだけなんじゃないか。飲
酒や喫煙も迫られたりするのかな。そもそも時間の
ある人や特別な人がやってるのかな。と思っていま
した。
しかし、活動を始めてみて、今では消防団に対す

るイメージは大きく変わりました。
消防団が活躍するのは火災だけではなく、水災害

時には、水門の開閉や、土のうの作成や積み上げ、
冠水してしまう時は、ボートでの救出などの役割が
あること。そのために様々な資機材の使い方や点検
方法を知ることができました。

飲酒によるアルコールハラスメント（飲酒の強要）
はありませんし、受動喫煙を防止するために、会館
内は禁煙になっており、明確に分煙して、喫煙をた
しなむ人であっても、お互いが不快にならないよう
に配慮されてます。そして、様々な団員がいます。
６分団では10代の学生、20代の社会人はもちろん、
30代40代の家庭をもつ社会人も活躍しています。決
して暇なわけではなく、仕事で残業をしていたり、
家庭での時間があるなか、時間を工夫し、捻出して、
訓練や点検活動に参加しています。
私の理想として、年齢や性別、職業に関係なく、

だれもが消防団に参加でき、１人でも多くの人が消
防団を卒業することで、有事の際に自分と大切な家
族や、仲間を助けれる人が増えれば、と願っていま
す。
最後に、消防団

員の仲間はみんな
良い人で、一緒に
活動する時間は結
構楽しいです。

第６分団　分団長
亀山洋光さん
第６分団を紹介します
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消防団員募集中
■■問　防災課地域防災係
☎（95）9875
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